
「主体性を育む保育をめざして」
〜縦割り保育から子どもの姿を学ぶ〜

吉 村  美 和  （良善幼稚園）

西 山  智 広  

尾 沢  知 子  （良善幼稚園）

発　表　者

指導助言者

司　会　者

（ 鳥取県教育委員会事務局
西部教育局 指導主事）

鳥取県

俯瞰図番号（ D1 ）

設定理由

（豊かな人間関係の中で過ごせるようにとの願いから）平成15年度より、保育形態を同年齢クラスから
異年齢児混合クラス（縦割りクラス）に変更し、今年度で 19年目となる。本園のキリスト教保育の理念
である「一人一人が大切にされ、生かされる」ことを願い、互いが認め、認められる関係を日々経験する
ことで大きな自信を持ち、心豊かな人として成長していけるのではと考えたからである。同年齢の中では
自己発揮することが難しい子どもを異年齢の中で、自分を表出し、頼りにされ、役立ち感を感じることで、
自己肯定感が高まり、次への意欲を持つことへと繋がっていく姿が多く見られた。
縦割りの生活だけでなく、同年齢の活動も行う中で、複数の職員が、一人に関わることになり、子ども

たちの姿を多面的に捉えることができるようになるという良さも感じられた。しかし、異年齢で心地よく
過ごす日々の中で、子どもたちの遊びの中に果たして主体性はあるのだろうか…と思うようになった。年
下の子の面倒を見ることで満足しているが、その時期に、育まなければならないものが育っているだろうか。
また、年上の人に身の回りのお世話をしてもらううちに、自分でできる力を持っているのにする機会を失い、
伸びる力を見逃してしまっているのではないだろうか。遊びながら、不思議に思ったり、次はどうなるの
か予想したり、繰り返し試したり、時には、友だちと相談したり、失敗や成功の経験がもっと必要なので
はないか…等々。
そこで、日々の保育の中で、子どもたちが主体的に遊んでいるかを振り返ってみることにした。それぞ

れがクラス内の事例を持ち寄り、その時の教師の働きかけや、言葉かけ、環境の構成の工夫、さらに、再
構成したりする中での子どもの育ちについて、職員みんなで話し合いを進めていった。

子どもが主体的に遊びだす時

（満足感・達成感）

（意欲）

（思考力・判断力）

（発見）

おもしろそう やってみたい

また続きがしたい

いろいろな 子どもたちの心の動きに
教師はどう関わっていくべきか？

2つの事例を通して研究をすすめていくことにした

できた

もっとやりたい

こうしたらどうなるかな

すごい

うまくいかないな

こうしたらどうなるかな

できた

もっとやりたい

（葛藤）

（思考力・判断力）　　　

（満足感・達成感）  　 　

（意欲）　　　　  



時間の確保
環境の再構築

○教  子どもが興味を示しているものを
取り入れた遊びの提案

　　・見守る　・誘う

おもしろそう やってみたい

また続きがしたい

できた

もっとやりたい

こうしたらどうなるかな

すごい

うまくいかないな

こうしたらどうなるかな

できた

もっとやりたい

これな〜に？
なにするの？

伝えたい！
教えたい！

工夫…
試行錯誤…

もっと濃い色にしたい！
○○ちゃんみたいな色
にしたい！！

抹茶みたい！
シュワシュワ
　　　ジュースだ！

○教 ・一緒に喜び合う
 ・見守る　
 ・他の子どもたちと共有

○教 ・ 「伝えたい」「聞きたい」「知りたい」を引き出す
言葉のやりとり　

 ・他の子どもたちと共有
 ・楽しさの共有

○教 ・気づき・発見をひろう
 ・相談
 ・一緒に試す
 ・必要なものを一緒に探す準備をする　

○教 ・もっと楽しくなるような言葉のやりとり
 ・時間と場所の確保　
 ・一緒に考える

思いや願い

【考察】
　中庭にコーナーを設置したことで子どもたちの目に留まりやすく、気持ちが動く環境となった。
　いろいろなことに対して「やりたくない」と言っていた年中児、年長児もこの色水遊びをきっかけにほかの遊
びでも「先生、これやってみたい。」と言うようになったことは大きな成長だった。
　色水をしている子どもの中には、花や水の量をどれくらいにしたらよいかわからず、自分のイメージしていた色に
ならない子どももいた。しかし、「どうしたらいいか？」一緒に考えたり、周りの友達の様子を見たり、教えてもらったり
しながら、最後は思い通りの色水ができた。うまくいかなかった時、やり方を教師が教えてしまうのではなく、子ども
の思いや願いに寄り添うことであきらめず、子どもが自分から動き出したり、関わりを求めたりという姿に繋がった。
　年度当初の姿を思うと子どもたちのほうから草花を探し、試し始める姿には驚いた。教師の想像を超え、興味
を持ったことに対して自ら関わっていく姿へ変わっていった。
　「あそこに行けば、色水ができる」と他クラスや 2 歳児クラスの子どもたちも自ら進んで、遊びに来るコーナー
となった。小さい子どもも作り方はよくわからなくてもとにかく、「楽しそう」「やってみたい」一心で動いている
姿が見てとれた。そして、年上の子どもたちに教えてもらったり見て真似をししながら、何回かしていくうちにや
り方もわかり、自分でできるようになる姿へと変わっていった。

（異年齢児や友達から刺激を受け、自ら関わり合い育っていく姿は縦割り保育の良さであり、私たちの願いでもある。）

すいせん 組（３・４・５歳児クラス） 活動名　色水遊び（4 ～ 6 月）
観点（　主体性　）視点（　意欲～おもしろそうだな～　）

主体的にあそび出す時の「子どもの心の動き」と「教師の関わり」

○教  …教師の関わり

事例１



【まとめと考察】
　子どもとの何気ない会話から、長期間の取り組みに発展することとなった。クラス活動としての取り組みで、3
学年が一緒に活動するが経験のちがいや興味関心のちがいから、少しずつ段階をふみながら進めてきた。子ども
達が自ら試行錯誤しながらイメージするシャボン玉に近づくよう身近にあって使えるものを選んだ。また、失敗
するたびにあきらめず、次はどうしたら良いのか話をしながら進めた。そうすることで、子ども達のやってみよ
うとする気持ちを持続できたように思う。年長児の姿を見て年中児も刺激を受け、一緒にやってみたくなり初め
は年長児の手伝い感覚でしていたことが回を重ねるごとに、自ら進んでできることが増えていった。役立ち感や
楽しみ方がわかり、途中からは、大きなシャボン玉作りという、同じ目標に向かって楽しむことができた。年少児
もまた、ゆっくりだが、状況がわかりだしてきてからは一緒にやってみたり、液を作ってみたりすることがおもし
ろい・楽しいと感じることができていたように思う。失敗するたびに子ども達から「アルミホイルは穴が開くから
ダメだった」「液が足りなかった」また、輪がガタガタでやりにくいことなどに気付いたことなどをその都度「そ
うかもしれないね」と教師も共感しながら、失敗の経験を共有し、一緒に学び楽しんできた。輪がしっかり液に
ついていないとシャボン玉ができないことも教師は知っているのだが、子ども達の発見・気付きに「え～そうなの？」
と知らないふりをしながら興味を刺激したり、家庭でも話題にあがるように、クラスだよりで活動の様子を伝えた
り、ふり返りができるように活動の流れのわかるものを作成してきたことは、子ども達がイメージする、大きなシャ
ボン玉の実現に向け、長く続けられたことにつながった。この活動から考える主体性としては、自分でやりたい
と思い、あきらめずやってみようと取り組んだり、教師も働きかけながら、共にやってみようと楽しみ、そして、
興味関心を持ち、させられている感じではなく、子ども達が進め、取り組めることと考える。

すずらん 組（３・４・５歳児クラス） 活動名　大きなシャボン玉作り
観点（　主体性　）視点（　思考力の芽生え・協同性～やってみよう！～　）

また続きがしたい

うまくいかないな

もっとやりたい

こうしたらどうなるかな

できた

あっ！穴があいている！
四角（枠）が大きかったからじゃない
か？
輪がガタガタ…液が少なかった

・枠を小さく作ろう
 フラフープが入ればいい
・ 液作り、計量カップの
線まで入れてね

・（シャボン玉）少しできてる！
・ でも自分が入れる大きさのシャ
ボン玉のイメージと違う…

○○教教 ・残念な気持ちの共有 ・残念な気持ちの共有→なぜ？次も？→なぜ？次も？
 ・一緒に考える ・一緒に考える
 ・どうしたらうまく ・どうしたらうまくいくのか調べる　いくのか調べる　
 ・環境を調整する ・環境を調整する

○教 ・なぜだろう？どうして？
   次も一緒に考える。
 ・ 子ども達の考えと、すイエんサー

のやり方を取り入れてみる。
 ・環境を調整する。

○教 ・見守る
 ・見とる　

○教 ・一緒に喜び合う
   写真→保護者に
 　　　  他の子どもたちに共有

時間の確保
環境の再構築

できた

もっとやりたい

こうしたらどうなるかな

すごい

・ アルミホイルをレジャーシートに
・枠を小さくしたらどうかな
・ 液が少なかったから多くしよう
・ 輪がガタガタ！フラフープはどうかな？
・フラフープがいい
・毛糸はダメみたい
・ ２人じゃなくて４人で持った方がいいよ
・  『すイエんサー』を参考にやってみよう

主体的にあそび出す時の「子どもの心の動き」と「教師の関わり」

○教  …教師の関わりおもしろそう やってみたい

事例２



おもしろそう やってみたい

また続きがしたい

できた

もっとやりたい

こうしたらどうなるかな

すごい

うまくいかないな

こうしたらどうなるかな

できた

もっとやりたい

○環  年上の子どもの姿から学んだり楽しんだりできるよ
う、１人ひとり活動の場所を工夫する。

○教  楽しんでいる子どもの様子を伝えたりする。
○教  教師も一緒に楽しむ。

○環  子どもたちの意見や思い、考えを受けとめ、遊びや道具を取り入
れる。

○教  失敗した時は「次、どうしたらよいか」問いかけたり、話し合った
りしながら自分たちで考えられるよう時間を設ける。

○教  うまくいかなくても、あきらめず挑戦できるよう励ます。

○環  子どもたちの意見や思い、考えを受けとめ、遊びや
道具を取り入れる。

○教  子どもたちと一緒に考え、子どもたちのアイディア
を取り入れながら進める。

○環  どんなことを次にやろうとしているのか受けとめ、遊びや道具を工夫すやろうとしているのか受けとめ、遊びや道具を工夫す
る。る。

○教  遊びや話し合いの中で、それぞれの思いを受け止中で、それぞれの思いを受け止めたり、仲立ちをする。めたり、仲立ちをする。
○教  活動の流れを決めすぎない。子どものめすぎない。子どものやってみようを待つ。
○教  答えを教えるのではなく、ヒントを伝え、見守っていく。のではなく、ヒントを伝え、見守っていく。

○環  次にどんなことをやろうとしているのか受けとめ、遊
びや道具を工夫する。（子どもにも呼びかける）

○教  答えを教えるのではなく、ヒントを伝え、見守って
いく。

○教  活動の流れを決めすぎない。子どものやってみよう
を待つ。

○教  子どもの気づき、発見に共
感し、共に喜び合う。

○教  子どもの気づき、発見に共感し、共に喜び合う。
○教  「またやりたい」気持ちになれる言葉かけをする。

○環  子どもたちの意見や思い、考えを受けとめ、遊びや道具を工夫の意見や思い、考えを受けとめ、遊びや道具を工夫する。
○教  子どもたちと一緒と一緒に考え、子どもたに考え、子どもたちのアイディアを取り入れながら進ちのアイディアを取り入れながら進

める。める。
○教  「またやりたい」い」気持ちになれる言葉かけをする。気持ちになれる言葉かけをする。

○環  いつでもやりたいこと、やろうとしていること
ができるように、必要な道具を用意しておく。

○環 …環境構成
○教  …教師の援助

　「主体性を育む保育をめざして」のテーマで子どもたちとの関わりを通して2つの事例や園内研修から研究を進め
ていく中で今回改めて気付けた事は、主体的に遊ぶ姿とは「自ら関わっていく力を発揮している姿」「人との関わり
を通して発揮される姿」であるということである。遊びを通して、いろいろな環境に対し、興味・関心を持ち、自ら
関わろうとする力は心を動かし、自己発揮する楽しさを味わったり、自分で思いついたアイディアや考えを実現する
ためには、時には試行錯誤しながらもしっかりと遊びこみ、達成感、充実感を味わっていた。そこには友達や教師
との関わりから育まれることもたくさんある。初めは興味が持てなかった事でも教師と一緒にやってみることででき
た喜びを味わい、自信が持てるようになったり、周りの子どもたちが楽しく遊んでいる様子をみて心を動かされ、遊
びの幅がひろがったりもする。又、自分では思いつかなかった事も一緒に遊び、思いや考えを共有する中で遊びの
イメージがふくらみ、新しい発見につながっていく。
　いろいろな環境にしっかりと関わり、経験したことは一人一人の力となり、遊びや毎日の生活の中でも発揮できる
『主体性』を育むことへつながっていくのではないだろうか。たとえ上手くいかないことがあっても「次はどうしたら
よいか？」考えてみること、自立心や人と関わる力、思考力の基礎となるもの表現力、言葉の獲得にもつながってい
くのではと考える。そのためにも私たち教師は子どもたちの様々な心の動きを、丁寧に見とり、日々の保育を振り返り、
「こう関わったことで子どもたちがこう動いた」と自分自身に問いかけ、次に何を環境構成をし、援助していくのか？
考えていくことが大切である。子ども主体であってもけしてまかせきりや無計画ではなく「主体性を育むために」こ
の遊びを通して何を育てたいか？どんなことを経験してほしいか？意図やねらいを持って環境構成をし、援助してい
くこと、そこに私たち教師の大きな学びがあるのではないだろうか。

今後の課題について

～各クラスの実践を基に環境構成、教師の援助についてまとめた今後の課題～
　①	 子どもたちが「楽しそう」「やってみたい」と思えるような遊びの環境と援助
　②	 たっぷりと遊びこめる時間、場所の保障と心動かされる素材、用具の工夫と援助
　③	 異年齢児や周りの友達の姿をみて刺激し合い、考えたり、工夫できる環境構成と援助

○環  子どもたちが今、何に興味・関心をもっているか日頃の姿から見とり、意子どもたちが今、何に興味・関心をもっているか日頃の姿から見とり、意
欲的に関われるような素材を用意したり、遊びに取り入れやすい身近な自欲的に関われるような素材を用意したり、遊びに取り入れやすい身近な自
然環境も把握しておく。然環境も把握しておく。

○環  興味・関心がもてるよう子どもたちの目にとまりやすい場所、子どもたち興味・関心がもてるよう子どもたちの目にとまりやすい場所、子どもたち
が協力してできるスペースを確保する。が協力してできるスペースを確保する。

○環  遊びに必要な道具をいくつか用意し、自ら選択できるようにする。遊びに必要な道具をいくつか用意し、自ら選択できるようにする。
○教  子どもたちが遊びたい、やってみたいと思えるよう実際にやってみる子どもたちが遊びたい、やってみたいと思えるよう実際にやってみる。。

研究のまとめと課題


